
【
研
究
掌
記
】

『
玉
勝
間
』

第
三
巻

「
こ
た
つ
と
い
ふ
物
の
う
た
」

に
つ
い
て

『
玉
勝
間
』
は
江
戸
時
代
中
期
の
国
学
者
、
本
居
宣
長
の
随
筆
集

で
あ
る
。
そ
の
第
三
巻
に
「
こ
た
つ
と
い
ふ
物
の
う
た
」
と
題
す
る

掌
編
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
短
い
作
品
で
あ
る
の
で
、
そ
の
全
文
を

左
に
掲
げ
る
。
な
お
、
管
見
に
従
え
ば
こ
の
一
篇
を
取
り
上
げ
て
考

察
し
た
論
文
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
た
つ
と
い
ふ
物
の
う
た

し
は
す
ば
か
り
、
こ
れ
か
れ
あ
つ
ま
り
て
、
埋
火
を
題
に
て
、

歌
よ
み
け
る
日
、
今
の
世
の
こ
た
つ
と
い
ふ
物
を
よ
め
と
、
人

の
い
ひ
け
れ
ば
、

む
し
ぷ
す
ま
な
ご
や
が
下
に
う
づ
み
火
に
あ
し
さ
し
の
べ

て
ぬ
ら
く
し
よ
し
も

と
よ
め
り
け
れ
ば
、
み
な
人
わ
ら
ひ
て
や
み
ぬ

五

謄

吹

覚

十
二
月
の
或
る
日
、
宣
長
を
は
じ
め
と
し
て
数
名
の
人
た
ち
が
集

ま
っ
て
歌
会
を
開
い
て
い
た
。
こ
の
日
の
歌
題
は
「
埋
火
」
で
あ
っ

た
の
で
、
出
席
者
の
一
人
が
、
現
代
の
「
こ
た
つ
」
と
い
う
題
で
歌

を
詠
む
よ
う
に
宣
長
に
求
め
た
。
宣
長
は
即
興
で
「
む
し
ぶ
す
ま
」

の
一
首
を
詠
ん
だ
。
す
る
と
、
こ
の
歌
を
聞
い
た
人
た
ち
は
み
な
笑
っ

て
、
次
の
話
題
に
移
っ
て
い
っ
た
と
『
玉
勝
間
』
に
は
記
さ
れ
て
い

7
G

。宣
長
が
即
興
で
詠
ん
だ
「
む
し
ぶ
す
ま
」
の
歌
は
、
彼
の
歌
稿
で

あ
る
『
石
上
稿
』
第
十
七
「
寛
政
四
年
壬
子
詠
草
」
に
次
の
よ
う
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。

埋
火
を
題
に
て
人
々
と
歌
よ
み
け
る
時
に
、
今
の

世
の
こ
た
ち
と
い
ふ
物
を
よ
め
と
或
人
の
い
ひ
け



れ
ば
、

む
し
ふ
す
ま
な
こ
や
か
下
に
う
つ
み
ひ
に
あ
し
さ
し
の
へ
て
ぬ

ら
く
し
よ
し
も

『
石
上
稿
』
の
調
書
と
前
掲
の
『
玉
勝
間
』
の
文
章
を
比
べ
る
と
、

宣
長
が
『
石
上
稿
』
の
詞
書
に
少
し
修
正
加
筆
し
て
『
玉
勝
間
』
の

文
章
を
成
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
和
歌
の
本
文
は
漢
字
仮

名
の
表
記
の
相
違
点
は
あ
る
が
、
本
文
と
し
て
は
同
一
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
の
詠
草
に
よ
っ
て
、
宣
長
が
「
む
し
ぷ
す
ま
」
の
一
首
を
詠

ん
だ
時
期
が
、
寛
政
四
年
(
一
七
九
二
)
十
二
月
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
寛
政
四
年
は
、
宣
長
は
六
十
三
歳
の
年
に
あ
た
る
。
こ

の
年
の
十
二
月
三
日
、
宣
長
は
紀
州
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
松
坂
在

住
を
許
可
さ
れ
た
上
で
五
人
扶
持
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同

月
十
一
日
に
は
『
古
事
記
伝
』
第
三
十
四
巻
第
四
章
段
が
成
稿
し
て

い
る
。
こ
の
時
期
の
宣
長
は
、
国
学
者
と
し
て
公
に
も
認
め
ら
れ
、

彼
の
主
著
と
言
う
べ
き
『
古
事
記
伝
』
の
執
筆
も
着
実
に
進
行
し
て

お
り
、
国
学
者
と
し
て
は
お
お
む
ね
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
『
玉
勝
間
』
第
三
巻
「
こ
た
つ
と
い
ふ
物
の
う
た
」

に
描
か
れ
た
歌
会
の
和
や
か
な
雰
囲
気
は
、
こ
う
し
た
彼
の
当
時
の

『
玉
勝
間
』
第
三
巻
?
」
た
つ
と
い
ふ
物
の
う
た
」
に
つ
い
て

研
究
生
活
と
も
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

寛
政
四
年
(
一
七
九
二
)
十
二
月
の
歌
会
の
席
で
、
官
一
長
に
示
さ

れ
た
「
こ
た
つ
」
と
い
う
題
は
、
伝
統
的
な
和
歌
の
世
界
で
は
、
勿

論
、
歌
題
と
し
て
存
在
し
な
い
。
『
玉
勝
間
』
に
も
「
今
の
世
の
こ

た
つ
」
と
改
め
て
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
「
こ
た
つ
」
は
当
代
的

(
近
世
的
)
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
の
歌
会
の
出
席
者
の
一
人

が
、
当
日
の
歌
題
で
あ
っ
た
「
埋
火
」
か
ら
着
想
を
得
て
、
興
に
乗

じ
て
、
遊
び
半
分
で
宣
長
に
そ
の
詠
歌
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
近
世

の
こ
た
つ
は
櫨
の
上
に
櫓
を
設
け
、
そ
こ
に
布
団
を
か
け
た
も
の
で
、

形
状
と
し
て
は
今
日
の
こ
た
つ
に
ほ
ぼ
近
い
。

さ
て
、
宣
長
の
「
こ
た
つ
」
を
詠
ん
だ
歌
は
、
『
古
事
記
』
上
巻

で
須
勢
理
毘
売
命
が
大
国
主
神
(
八
千
矛
神
)
に
贈
っ
た
長
歌
を
踏

ま
え
て
作
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
官
一
長
の
『
古
事
記
伝
』
第

十
一
巻
か
ら
須
勢
理
毘
売
命
の
長
歌
を
左
に
引
用
す
る
。

ホ

コ

ノ

カ

ミ

ノ

ミ

コ

ト

ヤ

ア

ガ

オ

*

タ

ユ

夜
知
富
許
能
。
加
微
能
美
許
登
夜
。
阿
賀
扱
富
久
遁
。
奴
斯
許

'Z
イ

マ

セ

川

ウ

4

T

Z

a

ル

手

マ

ノ

@

や

a
'
a守
合

M

曾
波
。
遠
遁
伊
麻
世
婆
。
宇
知
微
流
。
斯
麻
能
佐
岐
邪
岐
。
加

牟

ミ

ル

イ

ソ

ノ

ザ

キ

オ

チ

耳

ワ

カ

タ

妙

ノ

ツ

マ

モ

タ

セ

岐
微
流
。
伊
蘇
能
佐
岐
掛
知
受
。
和
加
久
佐
能
。
都
麻
母
多
勢

，

メ

ア

ハ

号

ヨ

メ

エ

シ

ア

レ

川

ナ

ヲ

キ

テ

'

H

4

7

良
米
。
阿
波
母
輿
。
賀
遁
斯
阿
纏
婆
。
那
遠
岐
ヨ
。
遠
波
那
志
。

ナ

ヲ

キ

テ

ツ

マ

ハ

ナ

-
Y

ア

ヤ

カ

や

ノ

ヲ

ハ

ヤ

ガ

シ

タ

那
遠
岐
ヨ
。
都
麻
波
那
斯
。
阿
夜
加
岐
能
。
布
波
夜
賀
斯
多

五
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同
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L
r
l
v
l
w
l
F
H
M
l
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し
げ
い
r

L

Y

μ

L

9

9

爾
。
牟
斯
夫
須
麻
。
爾
古
夜
賀
斯
多
爾
。
多
久
夫
須
麻
。
佐
夜

具
賀
斯
多
爾
。
阿
和
由
岐
能
。
和
加
夜
流
牟
泥
遠
。
多
久
豆
怒

能
。
斯
路
岐
多
陀
牟
岐
。
曾
陀
多
岐
。
多
多
岐
麻
那
賀
理
。
麻

タ

マ

ヂ

少

マ

ヂ

妙

シ

マ

キ

⑨

l
持

l除
l
μ
r
μ
P
I
P
I
-
-
u
r」
γ
l
w
l
b
l
ぃr

多
麻
侍
。
多
麻
侍
佐
斯
麻
岐
。
毛
毛
那
賀
遡
。
伊
遠
斯
那
世
。

登
輿
美
岐
。
多
豆
麻
都
良
世
。

大
国
主
神
の
妻
、
須
勢
理
毘
売
命
は
と
て
も
嫉
妬
深
い
女
性
で
あ
っ

た
の
で
、
大
国
主
神
は
出
雲
国
を
出
て
、
大
和
国
へ
旅
立
と
う
と
し

た
。
右
の
長
歌
は
、
夫
の
旅
立
ち
を
思
い
止
ま
ら
せ
よ
う
と
し
て
、

須
勢
理
見
売
命
が
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
愛
し
い
大
国
主
神
よ
。
あ
な

た
は
男
な
の
で
、
行
く
先
々
で
妻
を
お
持
ち
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
私
は
女
で
す
か
ら
、
あ
な
た
の
他
に
男
は
お
り
ま
せ
ん
。

綾
織
の
帳
の
ふ
わ
ふ
わ
と
揺
れ
る
下
で
、
絹
の
夜
具
の
柔
ら
か
な
肌

触
り
の
下
で
、
格
の
夜
具
の
さ
や
さ
や
と
音
を
立
て
る
下
で
、
若
く

て
柔
ら
か
な
私
の
胸
を
、
白
い
腕
を
抱
い
て
、
そ
の
手
を
私
の
背
中

に
回
し
、
玉
の
よ
う
に
美
し
い
私
の
手
を
枕
に
し
て
、
足
を
伸
ば
し

て
お
や
す
み
な
さ
い
ま
せ
。
さ
あ
、
こ
の
お
酒
を
召
し
上
が
れ
。
須

勢
理
昆
売
命
の
こ
の
歌
は
愛
す
る
夫
へ
の
懇
願
で
あ
り
、
そ
こ
に
は

夫
婦
問
の
愛
情
が
詠
わ
れ
て
い
る
。

五
四

宣
長
の
歌
と
須
勢
理
見
売
命
の
長
歌
を
歌
語
の
視
点
か
ら
見
る
と
、

ま
ず
、
宣
長
の
「
こ
た
つ
」
を
詠
ん
だ
歌
の
初
旬
と
第
二
句
「
む
し

ぶ
す
ま
な
ご
や
が
下
に
」
は
、
須
勢
理
見
売
命
の
長
歌
の
傍
線
部
①

ム

シ

プ

X

マ

ニ

コ

ヤ

an

シ

'z

「
牟
斯
夫
須
麻
。
爾
古
夜
賀
斯
多
爾
」
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ム

シ

プ

Z

マ

「
牟
斯
夫
須
麻
」
は
暖
か
い
蒲
団
と
い
う
意
味
で
、
『
古
事
記
伝
』
に

b

7

Z

マ

ム

b
7
1
マ

ア

タ

タ

カ

ナ

「
牟
斯
夫
須
麻
は
蒸
被
に
て
、
暖
な
る
よ
し
の
称
な
り
」
と
あ
る
。

三

コ

ヤ

ガ

・

ν'--

そ
し
て
、
「
爾
古
夜
賀
斯
多
爾
」
は
柔
ら
か
い
蒲
団
の
下
に
、
と
い

Z

コ

ヤ

ガ

シ

タ

う
意
味
で
あ
る
。
な
お
、
「
な
ご
や
が
下
に
」
と
「
爾
古
夜
賀
斯
多

爾
」
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
室
長
が
『
古
事
記
伝
』
に
「
爾
古
夜
賀

タ

-

-

エ

コ

ヤ

却

シ

タ

エ

コ

ヤ

エ

コ

ヤ

カ

カ

斯
多
爾
は
柔
之
下
に
な
り
、
爾
古
夜
は
、
爾
古
夜
加
な
る
を
、
加
を

ハ

ブ

ケ

$

ソ

h
y

ヲ

ヤ

ホ

ソ

9

ワ

ヤ

カ

省
る
は
、
中
巻
に
煩
曾
多
和
夜
と
云
る
も
、
細
多
和
夜
加
な
る
と
云

こ
と
な
る
に
准
ふ
べ
し
と
、
契
沖
云
き
、
万
葉
四
【
十
九
丁
】
に
、

ム
シ

7

Z
マ
ナ
ゴ
ヤ

a
H
U
P
-
-
ヲ
セ
レ

F
号

ム

シ

プ

毘

マ

ア

議
被
奈
胡
也
我
下
丹
雌
臥
、
【
契
沖
云
、
此
議
被
を
、
昔
よ
り
阿
都

プ

Z

マ

エ

ナ

夫
須
高
と
訓
る
は
、
今
の
御
歌
に
依
る
に
、
誤
な
り
、
さ
て
爾
と
那

と
通
へ
ば
、
二
句
今
と
全
同
じ
、
】
」
と
記
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

次
に
、
宣
長
の
歌
の
下
旬
「
あ
し
さ
し
の
べ
て
ぬ
ら
く
し
よ
し
も
」

モ

モ

少

市

-

-

イ

は
、
須
勢
理
毘
売
命
の
長
歌
の
傍
線
部
②
「
毛
毛
那
賀
遁
。
伊
遠
斯

少

セ

モ

モ

ナ

a
n
-
-

那
世
。
」
に
対
応
す
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「
毛
毛
那
賀
遁
」
は

ィ

，

シ

ナ

セ

足
を
伸
ば
し
て
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
「
伊
遠
斯
那
世
」
は
寝
な
さ



イ

ヲ

シ

ナ

セ

い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
『
古
事
記
伝
』
に
は
「
伊
遠
斯
那
世
は
、

イ

ネ

手

ナ

セ

寝
を
宿
よ
と
云
こ
と
な
り
、
斯
は
助
辞
、
那
世
は
前
歌
の
那
佐
牟
と

コ

コ

ネ

セ

同
言
な
る
を
、
此
は
寝
よ
と
云
意
な
る
故
に
、
世
と
は
云
る
な
り
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
宣
長
の
「
こ
た
つ
」
を
詠
ん
だ
歌
は
『
古
事
記
』
上

巻
の
須
勢
理
毘
売
命
が
大
国
主
神
に
贈
っ
た
長
歌
を
踏
ま
え
て
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
「
む
し
ぷ
す
ま
な
ご

や
が
下
に
」
と
い
う
歌
語
の
用
例
は
、
前
掲
の
須
勢
理
毘
売
命
の
長

歌
以
外
に
は
、
『
万
葉
集
』
第
四
巻
相
聞
の
五
二
七
番
歌
に
、
「
京
職

ム
シ

7
1
マ

ナ

ゴ

ヤ

市

シ

タ

ヱ

藤
原
大
夫
贈
大
伴
郎
女
歌
」
と
題
し
て
、
「
蒸
会
奈
胡
也
我
下
丹

ヲ
セ
レ

F
号

イ

ト

シ

*

ネ

バ

ハ

ダ

シ

φ
ム
-
ン
モ

雄
臥
与
妹
不
宿
者
肌
之
寒
霜
」
と
あ
る
。
こ
の
歌
に
は
し
か
し
、
宣

長
の
「
こ
た
つ
」
を
詠
ん
だ
歌
の
下
旬
に
対
応
す
る
歌
語
が
見
ら
れ

な
い
。
ゆ
え
に
、
宣
長
の
「
v

』
た
つ
」
を
詠
ん
だ
歌
の
直
接
の
典
拠

は
『
古
事
記
』
上
巻
の
須
勢
理
見
売
命
が
大
国
主
神
に
贈
っ
た
長
歌

に
求
め
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
、
と
私
は
考
え
て
い
る
。

そ
れ
で
は
最
後
に
、
宣
長
の
「
こ
た
つ
」
を
詠
ん
だ
歌
が
『
古
事

記
』
上
巻
の
須
勢
理
毘
売
命
が
大
国
主
神
に
贈
っ
た
長
歌
を
下
敷
き

に
し
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
あ
ら
た
め
て
宣
長
の
歌

を
考
え
て
見
た
い
。

『
玉
勝
間
』
第
三
巻
「
こ
た
つ
と
い
ふ
物
の
う
た
」
に
つ
い
て

こ
の
歌
の
大
意
は
、
暖
か
く
柔
ら
か
な
こ
た
つ
布
団
の
下
に
あ
る

埋
火
に
足
を
伸
ば
し
て
お
や
す
み
な
さ
い
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。
こ
た
つ
の
中
で
足
を
伸
ば
し
て
横
に
な
っ
て
い
る
の
は
お
そ

ら
く
男
性
で
あ
り
、
こ
の
歌
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
男
性

を
優
し
く
見
守
り
、
「
あ
し
さ
し
の
べ
て
ぬ
ら
く
し
よ
し
も
」
と
語

り
か
け
る
女
性
が
い
る
。
宣
長
は
こ
の
女
性
の
立
場
か
ら
こ
の
歌
を

詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
た
つ
に
入
っ
て
横
に
な
る
男

性
に
は
大
国
主
神
の
姿
が
、
彼
を
見
守
る
文
性
に
は
須
勢
理
毘
売
命

の
姿
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

寛
政
内
年
十
二
月
の
歌
会
の
席
で
、
「
こ
た
つ
」
と
い
う
題
を
与

え
ら
れ
た
宣
長
は
、
一
見
す
る
と
恋
愛
と
は
無
縁
の
当
代
的
な
暖
房

器
具
で
あ
る
「
こ
た
つ
」
に
、
『
古
事
記
』
に
載
る
須
勢
理
見
売
命

の
長
歌
の
世
界
を
重
ね
る
こ
と
で
、
「
こ
た
つ
」
を
詠
ん
だ
歌
か
ら

一
歩
進
ん
で
、
「
こ
た
つ
に
寄
す
る
恋
」
を
詠
ん
だ
歌
に
仕
上
げ
た
。

そ
の
手
際
の
良
さ
は
、
同
席
し
た
人
た
ち
が
「
み
な
人
わ
ら
ひ
て
や

み
ぬ
」
と
い
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
宣
長
は
、
さ
ぞ
か
し
上

機
嫌
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
詠
ま
れ
た
「
む
し
ぷ
す
ま
」
の
一
首
で
あ
る
が
、

宣
長
の
歌
集
で
あ
る
『
鈴
屋
集
』
に
こ
の
歌
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

五
五
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そ
れ
は
「
こ
た
つ
」
と
い
う
題
も
然
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
歌
は
知

何
に
『
古
事
記
』
を
踏
ま
え
て
古
風
に
整
え
ら
れ
た
歌
で
あ
っ
て
も
、

や
は
り
伝
統
的
な
和
歌
の
世
界
で
は
通
用
す
る
作
品
で
は
な
い
、
と

宣
長
が
考
え
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
宣
長
に
と
っ

て
こ
の
一
件
は
極
め
て
興
味
深
い
出
来
事
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
捨
て

去
る
に
は
惜
し
い
と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
「
む
し
ぶ
す
ま
」

の
歌
の
後
に
「
と
よ
め
り
け
れ
ば
、
み
な
人
わ
ら
ひ
て
や
み
ぬ
」
と

加
筆
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
歌
会
で
の
逸
話
に
仕
立
て
直
し
て
『
玉

五
六

勝
間
』
に
収
録
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
は
そ
う
推
測
し
て
い

λ
v
o
 〈

付
記
〉本
稿
に
於
け
る
宣
長
の
著
作
の
引
用
は
す
べ
て
筑
摩
書
房
版
『
本
居

宣
長
全
集
』
に
拠
っ
た
。
ま
た
、
『
万
葉
集
』
は
『
新
編
国
歌
大
観
』

第
二
巻
よ
り
引
用
し
た
。

(
福
井
大
学
准
教
授
)


